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新宿・山の手七福神  〝江戸時代の町名と歴史が残る神楽坂・大久保方面〟 

新宿山の手七福神コース（５．６キロ） 平成２５年１月３日（木）８：２０ 越谷駅東口集合 

越谷駅（8:45、中目黒行）＝秋葉原駅（9:25着・乗り換え・JR切符配布 9:39発）＝飯田橋（JR線 9:46） 

神楽坂（芸者新路）→善国寺（神楽坂の毘沙門様、石虎、明治の水準点）→牛込城跡（中世）・天文屋敷

跡（江戸時代）→経王寺（大黒天）→宝録稲荷（はずれくじ供養）→厳島神社（弁財天）→永福寺（福禄寿）

→法善寺（寿老人）→古・鎌倉街道→鬼王神社（恵比寿・鬼の水鉢）→甲州街道（新宿通り）→太宗寺

（布袋、江戸六地蔵、切支丹灯篭）【１３：００、現地解散】 

・［帰途例］→新宿御苑駅（丸ノ内線）→大手町(半蔵門線)→越谷駅 

 

神楽坂（神楽坂通りの北側） 

毘沙門様で有名な善国寺が寛政四（一七九二）

年の火事により、麹町から神楽坂へ移転してくる

と、武家屋敷だけであった神楽坂界隈も、麹町よ

り、よしず張りの店が九軒、この門前に移転する

など、除々に民家も増え、明治初期に神楽坂の花

街も形成され、華やかな街になっていった。    明治の神楽坂   芸者新路
しんみち

（神楽坂より仲町通り入り左折） 

神楽坂付近は、大正時代に隆盛を誇った花街で、飯田橋駅を背にした坂の右手に残る花街特有の路地

は、日本でもここにしかないといわれている。また関東大震災以後は、日本橋・銀座方面より商人が流

入し、夜店が盛んになった。「山の手銀座」と言われた時期はこの時で、坂沿いには商店街が立ち並び、

瀬戸物屋・和菓子屋など和を思わせるお店が中心であった。表通りから一歩入ると静かな路地があり、

住宅街のなかにレストランや料亭などが多く見られる。 

神楽坂は、全国的にも稀な逆転式一方通行となっており、自動車などの進行方向が午前と午後で逆転

する。午前中は「坂上→坂下」（早稲田側から飯田橋側へ）であるが、午後は「坂上←坂下」となる。逆

転式一方通行となった背景には、その昔、田中角栄が目白台の自宅から永田町に出勤し（午前）帰宅す

る際（午後）に便宜をはかったことに由来する。坂名の「神楽」の由来は、神楽に関することではある

が、詳しくは諸説があってよくわかっていない（最後の頁を参照）。 

 芸者新路
しんみち

の北側の本多横丁は、この横丁の東側全域が旗本本多家の屋敷跡地であった。 

 

１．善國寺（神楽坂の毘沙門さま） 

善国寺の本尊「毘沙門天」                   善国寺の虎の石造「石虎」         十二神将の寅 

（春日部市大枝の薬師堂） 

台
石
に
明
治
の
水
準
点
記
号

号 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%A2%E6%9D%B1%E5%A4%A7%E9%9C%87%E7%81%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%A9%8B_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%80%E5%BA%A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%99%E4%BA%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E4%B8%AD%E8%A7%92%E6%A0%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%AE%E7%99%BD%E5%8F%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B8%E7%94%B0%E7%94%BA
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毘沙門さま（加藤清正の守護仏と言われる）は寅年、寅の月、寅の日、寅の刻に生誕されたといわれ、

正月・五月・九月の初寅の日にご開帳される。正面階段の中腹の左右に鎮座しているのは、江戸時代末

期に彫刻された阿吽の虎の石像で、毘沙門様の寅の生誕に因んでいる。 

台石には、不の字に似た、イギリス式測量の明治初年の几号（きごう）水準点が刻まれている。かつ

ては道路沿いにあったものであろう。 

都内で縁日に夜店を出すのはここが始まり（明治 20年頃）で、それ以来「縁日の夜店」と言えば、神

楽坂毘沙門天のことを指していたが、その後、浅草や他の地域でも夜店を出す寺社が増えていった。 

 

藁店（わらだな）坂 

 藁を売る店があったために藁店坂と呼ばれた。また、この坂の上に光照寺があり、そこに子安地蔵が

祀られていたことから別名、地蔵坂とも呼ばれた。 

 

中世の牛込城跡 

 光照寺周辺一帯は、戦国時代にこの地域の領主であった牛込氏の居城があったところである。 

牛込氏は、赤城山の麓、上野国（群馬県）勢多郡大胡（せたぐんおおご）の領主大胡氏を祖とし、天

文年間に南関東に移り、北条氏の家臣となった。天文二十四年（１５５５）、姓を牛込氏と改めたが、天

正十八年（１５９０）北条氏滅亡後は徳川家康に従い、牛込城は取り壊された。 

 

天文（てんもん）屋敷跡（江戸時代） 

 ここ日本出版クラブ会館は、中世は牛込城の一部、江戸時代には、

天文屋敷（「新暦調御用所」）が設けられ、天文観測がなされ、暦が作

られた所である。 

明和二年（1765）、当時使われていた宝暦
ほうれき

暦
れき

の不備を正すため、設

置された観測所である。渋川春海
は る み

（二世安井算哲）が天才的な頭脳を      天文屋敷 

発揮して日本人による最初の暦となった貞
じょう

享
きょう

暦を作り、これを改めたものが宝暦暦であるが、それをさ

らにここで修正したのである。 

 

袖擦（そですり）坂 

すれ違う時に袖が擦れ合ってしまう程狭い坂というのが名前の由来で

ある。坂の下には、江戸時代に馬に水を飲ませる為の水場があったそうで

ある。 

 

弁天坂                                

 坂下に南蔵院境内に弁天堂があったことが由来である。昭和３０年代     南蔵院と弁天坂 

まで、弁天を祀る池が残っていたそうである。 

 

市谷小学校のレンガ塀 

 大正九年（１９２０）、当時としては珍しい木造三階建ての校舎とともに作られた。 
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焼餅坂（やきもちざか） 

昔、この辺りに焼餅を売る店があったのでこの名がつけられたと言われる。昔はもっと急な坂で明治

の市区改正で道幅が拡がり、勾配も緩やかにした。 

 

２．経王寺（大黒天） 

法華経は「お経の中の王様」と呼ばれることから名づけられた経王寺の名称は、日蓮宗（法華宗）の

お寺の名前によくみられる。西日暮里にも大黒様を祀る同名の寺院がある。 

この寺には、新宿区の文化財に指定されている大黒天を祀っている。微笑面ではなく、厳しいお顔を

している。火災が起きるたびに大黒天は難を逃れてきたので、「火伏せの大黒天」とも呼ばれる。 

両脇には、日蓮宗ゆかりの、女神の七面大明神（しちめんだいみょうじん）と鬼子母神（きしもじん）

が祀られている。 

 

宝録
ほうろく

稲荷神社 

はずれくじを置いてお参りする「外れくじ供養」で知られる神社である。正月などは、外れくじを供

養してもらい、次こそは是非とばかりに多くの人々が訪れると言う。 

 

夏目坂通り 

文豪夏目漱石の生家がこの坂の途上にあったことから、この名が命名された。 

 

団子坂 

 昔この辺り一帯が低湿地で、この坂はいつも泥んこで、歩くたびに足下がまるで団子のようになった

ことから由来する。 

 

大久保の犬小屋（余丁野小学校から）  

江戸時代の綱吉の時に、抜け弁天から余丁町
よ ちょうまち

小学校、出世稲荷にかけて見られた。 

五代将軍徳川綱吉の「生類憐れみの令」によって生物の殺生きを固く禁じた。特に

綱吉が戌年生まれであったため、犬を重視し、江戸市中に野良犬があふれ、江戸市民

は困り果てた。そこで野良犬を収容するため、中野（現、中野駅周辺）、四谷（四谷

大木戸）・大久保に広大な犬小屋（犬御用屋敷）が設置されたのである。  

ここ大久保の犬小屋には一時は約 10 万匹の犬が収容されたという。  

 

３．永福寺（福禄寿）  

本堂前には、大日如来坐像と地蔵菩薩の半跏趺坐 (左脚を垂れ、右脚を曲げて腰か

ける )像が見られる。ここに三猿（見ざる、聞かざる、言わざる）の庚申塔がある。  

 

４．厳島神社［「抜け弁天」とも言う］（弁財天） 

抜弁天は、昔から境内地が南北に通り抜けができ、災難が抜ける御利益のあると言

われる神社である。近くに旧鎌倉街道があり、平安時代の後三年の役で奥州に向かう

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%8F%E7%9B%AE%E6%BC%B1%E7%9F%B3
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途中で源八幡太郎義家が戦勝を祈願し、奥州の鎮定ができて戻るときに、お礼に厳島

神社を建てたという伝説がある。  

ここの手洗石（元禄十六年二月）は、震災や戦災を受けながらも今日まで残ったも

のである。  

５．法善寺 (寿老人 ) 

境内には、タワシで洗うとその箇所が治るとされる「タワシ仏（ぼとけ）」とも呼

ばれる浄行（じょうぎょう）菩薩像（必ず合掌している）がある。  

 

西向（にしむき）天神社  

西向天神社という名は、地形上、社殿が西方を向いていたからつけられた。  

太田道灌の山吹の里（現在の新宿区山吹町の神田川に架かる面影橋あたり）伝説で

知られた百姓の娘、紅
べに

皿
ざら

碑（紅皿の墓と伝えられる板碑）が北端の駐車場内にある。

太田道灌が鷹狩の際に雨にあい、蓑(みの)を借りようとした農家の若い娘です。 

太田道灌は扇谷上杉家の家宰でした。ある日の事、道灌は鷹狩りにでかけて俄雨にあってしまい、み

すぼらしい家にかけこみました。道灌が「急な雨にあってしまった。蓑を貸してもらえぬか。」と声をか

けると、思いもよらず年端もいかぬ少女が出てきたのです。そしてその少女が黙ってさしだしたのは、

蓑ではなく山吹の花一輪でした。花の意味がわからぬ道灌は「花が欲しいのではない。」と怒り、雨の中

を帰って行ったのです。 その夜、道灌がこのことを語ると、近臣の一人が進み出て、「後拾遺集に醍醐

天皇の皇子・中務卿兼明親王が詠まれたものに【七重八重花は咲けども山吹の（実）みのひとつだにな

きぞかなしき】という歌があります。その娘は蓑ひとつなき貧しさを山吹に例えたのではないでしょう

か。」といいました。驚いた道灌は己の不明を恥じ、この日を境にして歌道に精進するようになったとい

います。（homepage3.nifty.com/youzantei/.../yamabukidensetu.html より抜粋） 

山吹の里伝説は、埼玉県越生町、横浜市金沢区六浦(むつうら)、荒川区町屋などにもある。 

 

鎌倉街道  

 鎌倉に通じると言う鎌倉街道が、西向天神社の下にある。そこには、かつて太宗寺

の池から流れてくる俗称「カニ川」（蟹が住んでいる小川）が流れていた。  

 

島崎藤村旧居跡  

 島崎藤村は小諸義塾を退職した後に上京して住んだ最初の地（明治３８年）。三女、

次女、長女と亡くしたが、ここで長編社会小説「破戒」を完成し、作家としての名声

を不動のものとした。翌年、浅草区新片町に転居する。  

 
６．鬼王神社（恵比寿）  

「鬼王」の名を持つ日本唯一の神社。鬼を春の神とみなし、節分の

豆まきに、「福は内、鬼は内」と唱える。鬼とは鬼王権現のことで、月

夜見命・大物主命・天手力男命をさす。 

http://pddlib.v.wol.ne.jp/photo/yamabuki/dokan.htm
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%82%AF%E3%83%A8%E3%83%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%82%AF%E3%83%A8%E3%83%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E7%89%A9%E4%B8%BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%8E%E3%82%BF%E3%83%82%E3%82%AB%E3%83%A9%E3%82%AA
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 邪鬼の頭上に手水鉢をのせた珍しい水鉢 (区指定文化財 )がある。文政年間 (1818～

30)、毎夜水を浴びる音がするので持主が刀で切りつけたところ、その後家人に災難

が相次いだため、天保 4 年 (1833)鬼王神社に奉納されたという。  

 

７．太宗寺（布袋尊）  

甲州街道の宿場である内藤新宿の中にあったことから、多数の参詣者があり、門前

町も発展した。  

ここに、深川の地蔵坊正元が発願した江戸六地蔵の一つがある。表面には寄進者の

名前がびっしりと刻まれている。六体あわせると７２，０００名以上に及ぶそうであ

る。すると、この一体だけで１万を超す名前が刻まれていることになる。  

第一番 品川寺 現存。宝永 5年、旧東海道沿い。品川区南品川三丁目 5-17 

第二番 東禅寺 現存。宝永 7年、奥州街道沿い。台東区東浅草二丁目 12-13 

第三番 太宗寺 現存。正徳 2年、甲州街道沿い。新宿区新宿二丁目 9-2 

第四番 眞性寺 現存。正徳 4年、旧中山道沿い。豊島区巣鴨三丁目 21-21 

第五番 霊巌寺 現存。享保 2年、水戸街道沿い。江東区白河一丁目 3-32        太宗寺の地蔵                     

第六番 永代寺 なし。享保５年、千葉海道沿い。明治初年の廃仏毀釈で取り壊された。   

 キリシタン灯篭（織部型灯籠）  

高遠藩の大名の内藤家墓所から織部
お り べ

型灯篭の竿部分（脚部）が出土し

た。現在の上部の笠・火
ひ

袋
ぶくろ

部分は復元したもの。江戸中期の製作と推定

されている。  

織部型灯篭とは、安土桃山から江戸時代にかけての大名であり茶人で

もある古田織部が好んだ形の灯篭で、一説に、全体の形状はＴの形の十

字架を、竿部の地蔵像の彫刻はマリア像を象徴しているといい、隠れ切

支丹が信仰したとの俗信がある。                   切支丹灯篭  

【参考文献】  

「江戸東京七福神めぐり」（日本出版社）  

「新宿さまよい歩き９」（ http://asahi-net.jp/）  

「神楽坂」（ウィキペディア）  

「毘沙門天善国寺」（ http://www.kagurazaka-bishamonten.com/）  

「新宿山ノ手七福神めぐり」（ www.shinjuku7fukujin.net/ ）  

その他、現地のさまざまな掲示板、案内板  

★神楽坂の名前の由来（解説版より）  

 坂名の由来は、坂の途中にあった高田八幡（穴八幡）の御旅所で神楽を奏したから、  

津久戸明神が移ってきた時、この坂で神楽を奏したから、若宮八幡の神楽が聞こえた

から、この坂に赤城明神の神楽堂があたから等、いずれも神楽にちなんだ諸説がある。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%81%E5%B7%9D%E5%AF%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%B5%B7%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E7%A6%85%E5%AF%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%A5%E5%B7%9E%E8%A1%97%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E5%AE%97%E5%AF%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E5%B7%9E%E8%A1%97%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9E%E6%80%A7%E5%AF%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%B1%B1%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9C%8A%E5%B7%8C%E5%AF%BA_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B1%9F%E6%9D%B1%E5%8C%BA)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E6%88%B8%E8%A1%97%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B8%E4%BB%A3%E5%AF%BA
http://asahi-net.jp/
http://www.kagurazaka-bishamonten.com/













